
中
小
企
業
憲
章

中
小
企
業
は
　
経
済
を
車
引
す
る
力
で
あ
り
、
社
会
の
主
役

で
あ
る
。
付
に
時
代
の
先
駆
け
と
し
て
積
極
果
取
に
挑
戦
を
続

け
、
多
く
の
雛
局
に
適
っ
て
も
、
こ
れ
を
乗
り
蔵
え
て
き
た
。

戦
後
復
興
期
に
は
、
生
活
必
需
品
へ
の
に
盛
な
内
需
を
捉
え
る

と
と
も
に
、
輸
出
で
新
市
場
を
開
拓
し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ツ
ク

時
に
は
、
省
エ
ネ
を
進
め
、
国
全
体
の
石
油
な
存
度
低
下
に
も

寄
与
し
た
。
急
激
な
円
高
に
翻
弄
さ
れ
て
も
、
産
地
で
運
境
じ

て
新
分
野
に
銃
み
、
バ
ブ
ル
筋
壊
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
指

用
な
ど
で
活
路
を
見
出
し
た
。

我
が
日
は
　
現
在
、
世
界
的
な
不
況
、
環
境
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

制
約
、
少
子
高
静
化
な
ど
に
よ
る
停
瀞
に
直
面
し
て
い
る
。
中

小
企
乗
が
そ
の
力
と
オ
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
疲
弊
す
る
地

方
経
済
を
活
気
づ
け
、
同
時
に
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
果
国
の
成
長

を
も
取
り
込
み
日
本
の
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
上
で
不
可
欠

で
あ
る
。

政
府
が
中
核
と
な
り
、
、国
の
総
力
を
挙
げ
て
、
中
小
企
業
の

持
つ
個
性
や
可
能
性
を
存
分
に
い
ば
し
、
自
立
す
る
中
小
企
業

を
助
ま
し
、
四
つ
て
い
る
【
小
企
発
を
支
え
、
そ
し
て
、
ど
ん

な
問
題
も
中
小
企
業
の
立
場
で
考
え
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、

在
で
あ
る
。　
一
方
で
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、
資
金
や
人
材
な

ど
に
制
約
が
あ
る
た
め
、
外
か
ら
の
変
化
に
弱
く
、
不
公
平
な

取
引
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
数
多
く
の
困
難
に
四
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
中
で
、
大
企
業
に
重
き
を
置
く
風
調
や
価
値
観
が
形
成
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
　
金
融
分
野
に
姉
を
発
す
る
国
際
的
な
市

場
経
済
の
混
乱
は
、
却
っ
て
大
企
業
の
弱
さ
を
露
わ
に
し
、
せ

界
的
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
中
小
企
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
国
内
で
は
、
少
子
南
齢
化
、
播
済
社
会
の
停
緯
な
ど
に

よ
り
、
将
来
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
る
。
不
安
解
消
の
建
と
な

る
医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
技
術
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
始
め

と
す
る
環
境
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、
市
場
の
成
長
が
期
待
で

き
る
分
野
で
も
あ
る
。
中
小
企
業
の
力
が
こ
れ
ら
の
分
野
で
発

経
さ
れ
、
と
か
な
経
済
、
安
心
で
き
る
社
会
、
そ
し
て
人
々
の

活
力
を
も
た
ら
し
、
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
来
来
を
切
け
拓

く
モ
デ
ル
を
示
す
“

雑
局
の
克
取
へ
の
展
開
が
求
め
ら
れ
，０
」
の
よ
う
な
時
代
に

こ
そ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
憲
欲
を
持
つ
て
努
力
と
創
煮
工
夫
を

重
ね
る
こ
と
に
高
い
価
値
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
小

企
髪
は
、
そ
の
大
い
な
る
担
い
手
で
あ
る
。

２
　
基
本
原
則

中
小
企
業
政
策
に
取
り
紙
む
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
理
念
を

二
〇

一
〇
年
六
月

一
人
日
　
閣
議
決
定

中
小
企
発
が
光
り
廃
き
、
も
つ
て
、
安
定
的
で
活
力
あ
る
経
済

と
堅
か
な
国
民
生
活
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
中
小
企
業

意
章
を
定
め
る
。

１
　
基
本
理
念

中
小
企
業
は
、
経
済
や
く
ら
し
を
支
え
、
章
引
す
る
。
創
意

工
夫
を
轟
ら
し
ヽ
技
術
を
盟
き
、
雇
用
の
大
部
分
を
支
え
、
く

ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
。
意
思
決
定
の
素
早
さ
や
行
動
力
、
個

性
豊
か
な
得
意
分
野
や
多
種
多
様
な
可
能
性
を
持
つ
。
経
営
者

は
、
企
奏
家
精
神
に
遊
れ
、
自
ら
の
オ
覚
で
事
策
を
営
み
な
が

ら
、
家
族
の
み
な
ら
す
従
業
員
を
守
る
責
任
を
実
た
す
。
中
小

企
葉
は
、
経
営
者
と
従
業
貝
が

一
体
感
を
発
揮
し
、　
一
人
ひ
と

り
の
努
力
が
目
に
見
え
る
形
で
成
果
に
結
び
つ
き
易
い
場
で
あ

２つ
。中

小
企
業
は
、
社
会
の
主
役
と
し
て
地
域
社
会
と
住
民
生
活

に
貢
献
し
、
信
統
技
能
や
文
化
の
雄
承
に
重
要
な
機
能
を
果
た

す
。
小
規
模
企
業
の
多
く
は
家
族
控
普
形
態
を
採
り
、
地
域
社

会
の
一を
手
を
も
た
ら
す
。

こ
の
よ
う
に
中
小
企
恭
は
、
国
家
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
存

踏
ま
え
、
以
下
の
原
則
に
な
る
。

一　
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
が
、
そ
の
力
を
思
う

存わ銀鴻癖権準能娘姉懐漉貯勇の経営資源の確保を
〓

支
援
し
、
中
小
企
業
の
持
て
る
力
の
発
録
を
促
す
。
そ
の
際
、

経
営
資
源
の
確
保
が
特
に
困
難
で
あ
る
こ
と
の
多
い
小
規
模

企
業
に
配
意
す
る
。
中
小
企
業
組
合
、
美
種
間
連
携
な
ど
の

一

取
組
を
支
援
し
、
力
の
発
揮
を
増
幅
す
る
。

一
一　
起
乗
を
増
や
す

起
乗
は
、
人
々
が
博
在
力
と
意
欲
を
、
紀
機
の
枠
に
と
ら

わ
れ
す
発
揮
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
洒
用
を
増
や
す
。
起

衆
促
進
策
を
抜
本
的
に
充
実
し
、
日
本
経
済
を

一
段
と
活
性

化
す
る
。

≡
一　
創
意
工
夫
で
、
新
し
い
市
場
を
切
り
拓
く
中
小
企
策
の
銃

職
を
促
す

中
小
企
策
の
持
つ
多
様
な
力
を
発
揮
し
、
創
意
工
夫
で
経

営
革
新
を
行
う
な
ど
多
″ヽ
の
分
野
で
自
由
に
挑
載
で
き
る
よ

・

う
、
制
約
の
少
な
い
市
場
を
整
え
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

一

海
外
へ
の
事
業
展
開
を
促
し
、
文
え
る
政
策
を
充
実
す
る
。

四
　
公
正
を
市
場
環
境
を
整
え
る

力
の
大
き
い
企
業
と
の
間
で
実
質
的
に
対
等
な
取
引
や
鏡

争
が
で
き
ず
、
中
小
企
業
の
自
立
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の



な
い
よ
う
、
市
場
を
公
正
に
保
つ
努
力
を
不
断
に
払
う
。

ニ
　
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、
中
小
企
業
の
安
心
を
確

保
す
る
中
小
企
業
は
、
経
済
や
社
会
の
変
化
の
影
響
を
受
け
易
い

の
で
、
金
融
や
共
済
制
度
な
ど
の
面
で
、
そ
―
フ
テ
イ
ネ
ッ

ト
を
墜
え
る
。
ま
た
、
再
生
の
造
を
よ
り
利
用
し
易
い
も
の

と
し
、
再
挑
戦
を
容
易
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
原
則
に
な
り
、
政
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

中
小
企
業
が
言
り
を
持
っ
て
自
立
す
る
こ
と
や
、
地
域
ヘ

の
貢
就
を
始
め
社
会
的
課
題
に
取
り
紅
む
こ
と
を
高
く
訂

価
す
る

家
族
経
営
の
持
つ
意
義
へ
の
意
識
を
強
め
、
ま
た
、
事
業

ネ
祉
を
円
滑
化
す
る

中
小
企
業
の
声
を
聴
き
、
ど
ん
な
問
題
も
中
小
企
業
の
立

場
で
考
え
　
政
策
評
価
に
つ
な
げ
る

地
域
経
清
田
小
、
取
引
先
企
業
、
民
間
全
融
機
関
、
教

育
　
研
究
機
獅
ヽ
ど
業
支
援
人
材
な
ど
の
更
な
る
理
解
と

協
力
を
促
す

地
方
自
治
体
と
の
連
続
を

一
眉
強
め
る

政
府

一
体
と
な
つ
て
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

０
　
行
動
指
針

政
府
は
、
以
下
の
柱
に
沿
つ
て
具
体
的
な
取
組
を
進
め
る
。

一　
中
小
企
業
の
立
場
か
ら
経
営
支
援
を
充
実
　
純
底
す
る

中
小
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、
も
の
づ
く
り
分
野
を

始
め
と
す
る
技
術
開
発
、
救
有
　
研
究
機
関
　
他
企
業
な
ど

と
の
共
同
研
究
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
銃
争
力
の
鍵
と
な

る
企
業
集
積
の
維
持
　
発
展
を
図
る
。
ま
た
、
業
植
間
で
の

連
携
　
共
同
化
や
知
的
財
産
の
活
用
を
進
め
、
中
小
企
業
の

事
業
能
力
を
強
め
る
。
経
営
支
援
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、

支
援
入
材
を
育
成
　
増
強
し
、
地
域
経
済
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
支
援
体
制
を
充
実
す
る
。

一
一　
人
材
の
育
成
　
確
保
を
支
援
す
る

中
小
企
業
の
要
前
は
人
材
に
あ
る
。
仙
く
人
々
が
積
極
的

に
自
己
研
賛
に
取
り
組
め
る
よ
う
能
力
開
発
の
機
会
を
確
保

す
る
。
魅
力
あ
る
中
小
企
業
へ
の
就
業
や
起
業
を
促
し
、
人

材
が
大
企
業
信
加
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、
各
学
技
段
階
を

通
じ
て
健
全
な
勤
労
働
や
職
業
観
を
形
成
す
る
教
育
を
充
実

す
る
。
ま
た
、
女
性
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
合
め
価
く
人
々

に
と
つ
て
質
の
高
い
職
甥
環
境
を
目
指
す
。

〓
一　
起
美
　
新
事
業
展
開
の
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

資
金
罰
遣
を
始
め
と
す
る
起
業
　
新
分
野
進
出
時
の
は
皆

を
取
り
残
く
。
ま
た
、
医
赤
、
介
護
、　
一
次
産
業
関
連
分
野

一

や
情
報
通
信
技
術
関
連
分
野
な
ど
今
後
の
日
本
を
支
え
る
成

長
分
野
に
お
い
て
、
中
小
企
業
が
積
極
的
な
事
業
を
展
開
で

き
る
よ
う
制
度
改
革
に
取
り
組
む
。
国
際
的
に
開
か
れ
た
先

進
的
な
追
業
環
境
を
目
指
す
。

四
　
海
外
展
開
を
支
援
す
る

中
小
企
業
が
海
外
市
場
の
開
拓
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
官

民
が
連
携
し
た
取
担
を
強
め
る
。
ま
た
　
支
援
人
材
を
活
用

し
つ
つ
　
海
外
の
市
場
動
向
、
見
本
市
関
連
な
ど
の
情
報
の

提
在
、
販
路
拡
大
活
動
の
支
援
、
知
的
所
産
権
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
な
ど
の
支
援
を
行
う
。
中
小
企
業
の
国
際
人
材
の
育
成

や
外
国
人
材
の
活
用
の
た
め
の
支
援
を
も
進
め
　
中
小
企
業

の
真
の
国
際
化
に
つ
な
げ
る
。

工
　
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

中
小
企
業
の
正
当
な
利
益
を
す
る
法
合
を
厳
格
に
執
行
し
、

大
企
業
に
よ
る
代
金
の
支
払
遅
延
　
減
額
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
に
不
合
理
を
負
担
を
招
く
過
剰
な
品
質
の

要
求
な
ど
の
行
為
を
既
返
す
る
。
ま
た
、
国
及
び
地
方
自
治

体
が
中
小
企
業
か
ら
の
調
遊
に
配
慮
し
　
民
と
機
会
の
確
保

や
増
大
に
努
め
る
。

上ハ
　
中
小
企
業
向
け
の
金
融
を
円
滑
化
す
る

不
況
、
災
害
な
ど
か
ら
中
小
企
業
を
守
り
、
ま
た
、
推
告

革
新
や
技
術
開
発
な
ど
を
促
す
た
め
の
政
策
全
訓
や
、
起
業
、

転
業
、
新
事
業
展
開
な
ど
の
た
め
の
資
金
供
給
を
充
実
す
る
。

金
融
挟
与
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業
の
知
的
資
産
を
始
め

事
業
力
や
経
営
者
の
資
質
を
重
視
し
、
不
動
産
担
保
や
保
証

！

人
へ
の
な
存
を
減
ら
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
中
小
企
業
の
実

態
に
別
し
た
会
計
制
度
を
整
え
　
桂
営
状
況
の
明
確
化
、
モ

営
者
自
身
に
よ
る
事
業
の
説
明
能
力
の
向
上
　
資
金
調
達
力

の
強
化
を
促
す
。

七
　
地
域
及
び
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る

中
小
企
業
が
　
商
店
行
や
地
域
控
言
団
体
と
連
携
し
て
行

一

う
も
の
も
合
め
、
高
齢
化
　
過
疎
化
、
環
境
問
題
な
ど
地
域

や
社
会
が
担
え
る
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
広
く

・

支
援
す
る
。
祭
り
や
、
ま
ち
お
こ
し
な
ど
地
域
の
つ
な
が
切

を
強
め
る
活
動
へ
の
中
小
企
業
の
参
加
を
支
援
す
る
。
ま
た
、

熟
練
技
能
や
伝
統
技
能
の
継
承
を
後
押
し
す
る
。

人
　
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
政
策
を
総
合
的
に
進
め
、

政
策
評
価
に
中
小
企
業
の
声
を
と
か
す

関
係
省
庁
の
こ
携
は
、
起
業
　
転
業
　
新
事
業
展
開
へ
の

支
援
策
の
有
効
性
を
高
め
る
。
中
小
企
業
庁
を
始
め
　
関
係

省
庁
が
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
社
を
強
め
て
、
産
業
、
層

月
、
社
会
保
障
、
教
育
、
全
取
、
財
政
、
税
制
な
ど
総
合
的

に
中
小
企
業
政
策
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
地
域
モ
済
団
体
の
一

協
力
を
得
つ
つ
、
全
日
の
中
小
企
業
の
声
を
広
く
聴
き
　
政
一



策
効
果
の
校
証
に
反
映
す
る
。

（結
び
）

世
界
経
済
は
、
成
長
の
中
心
を
欧
米
か
ら
ア
ジ
ア
な
ど
の
新

果
国
に
移
し
、
ま
た
、
情
報
や
金
融
が
短
峰
間
の
う
ち
に
動
く

と
い
う
構
造
的
な
変
化
を
激
し
く
し
て
い
る
。　
一
方
で
、
我
が

国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ
か
ら
は
、　
一
人
ひ
と
り

が
、
力
を
仲
ば
し
発
揮
す
る
こ
と
が
、
か
つ
て
な
く
重
要
性
を

高
め
、
国
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
起

業
、
挑
戦
承
欲
、
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね
が

「
層
活
発
と
な
る

よ
う
な
社
会
へ
の
変
本
な
く
し
て
は
、
こ
の
国
の
将
来
は
た
う

い
。
宏
草
の
担
い
手
と
し
て
の
中
小
企
業
へ
の
大
い
な
る
期
待

そ
し
て
　
中
小
企
業
が
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
経
済
社
会

の
実
現
に
向
け
て
の
決
意
を
政
府
と
し
て
宣
言
す
る
。

（≡
≡
く
ヽ
者
，Ｓ
ヽ
３
４
一”
ュ
０
●ヽｏヨ
日
〓
お
０
か
宮
宮
〓
≡
ミ
０
０
曾
あ
り
りヽ

す
【
】
，
盲
ユ
よ
り
）

愚
口
区
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

昭
和
ヌ
年
曇
田
区
条
例
第
１７
号

本
法

〈昭
和
韓
年
法
律
第
１
５
４
号
）
第
２
茶
第
１

に
定
め
る
規
模
及
び
秦
租
の
企
業
を
い
う
。

（基
本
方
針
）

性
に
か
ん
が
み
、
中
小
企
業
の
振
興
の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
　
中
小
企
奏
の
健
全
な
発
展
と
区
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第 ハ
1日
条 的

第
３
条
　
中
小
企
業
の
張
果
は
、
墨
田
区
の
人
と
緑
と
産
業
の

前
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
標
に
　
区
内
の
中
小
企

業
の
自
ら
の
創
意
二
夫
と
自
主
的
な
努
力
を
尊
重
し
、
そ
の

特
性
に
応
し
た
総
合
的
な
施
空
を
　
国
そ
の
他
の
機
関
の
ほ

力
を
得
な
が
ら
、
企
乗
、
区
民
及
び
区
が
、
自
治
と
遭
帝
の

も
と
に

一
体
と
な
つ
て
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

〈施
策
の
大
欄
）

第
４
茶
　
前
条
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
中
小
企
業
の
振
興
施
策

の
大
瀬
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

い
　
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
助
長
し
、
地
捜
経
営

の
使
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
施
策

０
　
中
小
企
業
振
興
に
寄
与
す
る
地
域
環
境
の
整
備
改
善
に

関
す
る
施
策

０
　
中
小
企
業
使
事
者
の
福
祉
の
向
上
に
関
す
る
航
質

的
　
中
小
企
業
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
の
収
集
、
提
供
等

に
関
す
る
施
策

〈区
長
の
☆
務
）

第
５
条
　
区
長
は
、
前
条
の
施
策
を
具
体
的
に
実
施
す
る
に
当

た
つ
て
は
、
次
の
措
置
等
を
締
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の

（定
義
〕

こ
の
条
例
は
　
昼
口
区
に
お
け
る
中
小
企
業
の
重
要
　

第
２
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
中
小
企
案
と
は
、

客号爪も
保
護
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
　
財
政
そ
の
他
の
措
健
を
播
す
る
こ
と
。

０
　
特
に
小
規
模
の
企
茉
及
び
そ
の
従
事
者
に
対
し
て
必
要

な
考
慮
を
払
う
こ
と
。

０
　
日
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、
て
施
策
の
推
進
を
国

る
と
と
も
に
　
必
要
に
応
じ
て
、
国
等
の
施
策
の
充
実
及

び
政
害
を
要
請
す
る
こ
と
。

（中
小
企
業
者
の
努
力
）

第
６
条
　
中
小
企
策
を
営
む
者
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
及
び
従

来
月
の
福
和
厚
生
の
た
め
に
、
自
主
的
努
力
を
払
い
、
流
通

の
円
滑
化
及
び
消
費
生
活
の
安
定
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
生
活
環
境
と
の
開
和
に
十
分
な
配
意
を
す
る
も
の
と

す
る
。

（区
民
等
の
理
解
と
協
力
）

第
７
条
　
区
民
及
び
中
小
企
業
の
事
業
に
関
連
あ
る
者
は
、
区

内
の
中
小
企
業
の
特
性
を
理
解
し
、
そ
の
終
全
な
発
展
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

〈委
任
）

第
８
条
　
こ
の
奈
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、

区
受
が
定
め
る
。

中
小
企
業
基



ノ
墨回区中小企業施策のお革

(西層)年 〈元号)年

1975
(昭和)

50

新たな4J別区nl度の発見

区長公選/保 健所 都 市It画Ⅲ液等事業移管/人 Ⅲ梅の経立→

産素出策の必要と

(昭和ジ年度～57年度)産 素長冥お策実施を建づくりの時期

‐‐-78 ウ～密

中小宴道素実態爾査

製通乗系喜秦所約90X社 を対象に、係長級馳員180人による悉

皆胡=

73～79 53-54
商策関係実態南登

卸先秦 小 売来 飲 食求 サ ービス秦を対象

7 8 田 騒口区中小母細企案優栗毒本集閉上程 携 様書嬢 (議員提案)

7 9 5 4

騒口区中小企業振興務本条例制定

施策の大相 i経営撃霊強イヒ/従 業員の相祉向上/雨 査、情報収

集 掟 供

取担方針 :区長の費務/中 小企秦の要力/区 民守の理解とおカ

中小企宋張果対策鶴=奏 員会報告 (区の産乗お策の最格を据

言)

櫛 5 5

騒回区選本構想策定 (5つの都市像として産業母市を明記)

藍策慎興会餓設置 (工業 商 葉者、学議経験を、区職員)→検

討 撻 号

0具体的張栗祭の民閣、0ま ちづくりへの車抵、③イメージア
ップ施策の展開、0産祭情報の収集経松

81 基田区基本ll面策定 〈達舞都市づくり施策のな系化)

〈昭4857年度～61年度)産 業振興抽策のメニュー化の時期

母 弱 窪集会館

3M運 動の展開 〈駈年/S60～ )        、

小さな博的監 1276)/マ イスター (37人)/工 房ショップ (抑
シヨンブ)(05年 1月現在)

製造未 卸 完葉9600社の企業台張蘭査

区内製遊策の受発注拡大を目的に企奏情報をデータベースイヒ

(昭和61年度～平成元年度)産 奏援興ほ策の底点化の時期

〈西ほ)年 〈元号)年

1986
中小企茉センター

区内製品の販既拡大、区内企栞の経営 技 術支援

1鶴7 6 2
「イーストサイド」(産業由書)

産業授策を出めていくための4gl「づくり

工秦損栗マスタープラン

①ファッションセンター構想→∞年国際フャッションセンタ
ーオープン

④工房サテライト事素―●2年工房サテライト(工期アパート)
オープン

産秦フェアロ確 〈ファッションフェア テ クソフェア)

(平成元年度～6年 度)産 奏振興溢策のネットワーク化の時期

8 9
(平成)

1

果素種究流促送章栄 (89年/H!～ i現在8グループ)

独自の経営資源と情報の交流

去局受注グループ支援 (89年/■1～ :現在 1グルーブ)

控首資源の共有、お精度 虹 納如への対応

●2 4 工房サテライト喜奏の3E送 (工坊アパートオーブン)

9 3 5 工場磨替え用貸工場の設置

9 4 6
両国ファッションパーク標拡の推進 〈両国馬車通リリニューア

ル ユ /■6～W/H3)

平成6年度～12年度)工 房I化 額市形成の時期

96 3

すみだブラントの育成 〈新商品 新 技術開発支援)

開発ヨンサルティングと経費助蔵

SONに の13助支襲 (95年/tt17)

9 8 「すみだ高エナピタータ」の作成

2XX 中小企奏都市サミット開毬

劉 0
国障ファッションセンターオープン 中 小企牽都市サミット開

催

棚 早稲田大学との産学宮通強の伍拓鶴定締結

2X3 工案振興プラン「中小企採のまちすみだ新生プラン」

柳 「フltrンティアすみだ基」田感



資料 墨 口区中小製造業実態調査票

予     墨  田  区

♭ おたくの車初  (企業)に ついてご記入ください。く

8 お たくの事業7rで1ま 養 差をしていますか。

A し ていない

B し ている (次の1～ 6までのうち該当する のヽにOをつけてくだきい。)

_ 1 …

| 】 製速 加 工業をlF案している 2 小 売業を無梁している

(1研7年) 10 事 業 Flの的 についてお伺いします。

様

(( )内 に記入し 該 当するものにOを つけて下さい。)

A 土 地について B 建 物について C 建 物の利用について D 匙 物のlfr造について

1漁 面積(

2自 己所有
(

3賃  惜 (

坪
　
　
坪
、

好

(Xl】 :-33市 )

1延 面積(  )坪

21の うち工場延
面積 (  )丹

3自 己所有
入手した年
(  )年 前

4賃  PRL
開始した午
(  )年 前

1事 業 (工場)専 用

2工 場と位居か区別され
ている。

3工 堀と住居が区別され
ていない。

1木  造
経過字数  (  )年

2木 造モルタル

経過年数  (  )年

3聞 易耐火造(鉄骨 EL等)
揺型年数  (  )午

4附 火造
は 協ヨンクリー ト)
経過字数  (  )年

(従業員5人 以上事業所用)

丁 B

11 事 業所の的 についてお伺いします。

主要な設備 機 械の名称 台数
最近 5年 間に雅入 した
主要な設備 機 紋の名称

台触
晦入年
(昭和)
購入金額
(万円)

12 豊 阿区に立地して 特 に有利な点について次のうちから該当するものにOを つけてくださ

ヽ`。

A 特 に有利な点はない

1 3 拭 食店を目に業している           4 不 動産経営 (7′` ―卜経営など)

1 5 そ の他 (                                 )

9 従 業員についてお伺いします。(X前 月の給与総額は 時 N外 今含みます。)

1 親企業 間 屋等の納入先に近くてfl利

3 業務上の補Hlを得やすい

2 原 II 部 品の入手"て容易

4 交 週の使が良い

6 履 用者やパート 下 請 内 職者が得やすい

1 7 そ の他 (              )

13 基 口区に立地して 特 に不利 不 便な点について次のうちから該当するものにOを つけて

ください。

A 別 に不利 不 便な点はない

旦二坐
キ
とに翌童上ヨ田壁建生登 (0は 3つ までにしてください。)

5 同 驚者が多いため有利

事 秦 所 名 〈本社 工場〉 A 本 社 B 工 甥
C ttPrl(営終所)D そ の他(本 社 名)

代 表 書 名 A 年 令 満   才 IB 性 】U 男  女

本 社 所 在 地 都 道 府 県     市 区 町 オi

企 業 形 態 A 法 人(資本金    万 円)■  個 人 C そ の他(     )

主な事業内容

製  品   名

この 1年間に主な事

舞内容 取 扱製品が

変りましたか

A 変 らない

B安 っ た

創 業 年 次 明 大  昭   年 ,7 現 在地での事業開始年次 1切 大  1昭  年

B お たくの事業所のlFttR

2 愁品据 4 従 業者の任居区分

a 理 日ほ内   (  )人

b 目 口区に隣接する区
(

o そ の他の都区内(
d そ の他    (



_ _ 1 _ _ _ _ _ _ _ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1 南 地価 過 密で事業所の拡張余地がない  2 公 害への音情が多い

i 6 従 来の誉積をくいつぶして借金せざるをえなかった

1 7 そ の他 (

16 お たくっ生産形態は次のA Sの どちらですか ま た 売 上高 (年商)輸 出比率について

s 交 通の混雑 4 同 栞者が多いために競争が政し
　

　

　

　

一

5 雇 用者やパー ト 下 請 内 戦者の確保がむづかしい

6 納 入先が移帳したり営業しにくい 7 そ の他 (

14 近 い村来曇宙区から他地域への移転計画がありますか。畝当するものにOを つけてくださ

H も`

A 移 転するつもりは

ない

S 条 件さえととの

えば移転したい

I 移 転は全面的ですか そ れとも一部ですか

a 全 面的移転  b 一 Rl移転

2 移 転地1ま次の a～ eの うちどれですか

a 墨 国区内  b 台 東区 江東区 葛 飾区 足立区 荒川区

c b以 外の調̀ Ett  d 埼 玉県 千 染県 水 城県

o そ の他 (         )

3 移 張する理由は 次 の a～ 。のうちどれですか

17 おたくの今後の経営方針は 次 のA～ Cの うちどれですか。散当するものにOを つけてく

ださい。

A rtt極的に拡大していく (次のうち該当するものにOを つけてください)

1 新 設備 機 構を積極的導入を行う   2 扱 う商品 製 品を出宮にする

3 販 売先 受 注先を拡大していく    4 そ の他 (              )

8 現 在の事業をむしろ揃小していく (次のうち該当するものにOを つけてください)

C す でに移匠を計

画中である

D す でに移転を行

つた
経営拡大のため b 用 途規制による制約のため

交通運級の滋滞のため  d 公 害問題のため

人手や内職が当地ではえられないため

住居改善のため

その他 (

15 最 近の景況についておたすねします。該当するものにOを つけてください。

A 最 近の売上げは オ イルショック (昭和48年秋)以 前とくらべてどうですか。

1 売 上げはのびている       2 売 上げののびはや市している

3 売 上げは受質的に減少している

S お たくの場合 今 回の長期不況の影報はありましたか。

i な かった

どのような対策をとりましたか。次の該当するものにOをつけてください

o frに対策はたてなかった

1 他 の業種 ( )に 引i換する  2 条 件力tおりあえ問せ人に朕る

3 後 継者がいないのでやめたい     4 そ の他 (

C ど ちらともいえない

どのようにお考えですか―(

18 おたくの事業所の主な取引先 販 売先の社数 年 商額の取引'際 を記入してください。

f

`

雇用者をへらした (   )人

新規に取g光 を開拓した

他引き 安 値受注によってFt売壁 仕 事壁をTL保せざるをえなかった

業種 被 い商品の転換を行った

受と先をふやすことによって配売 受 注量を碓保した

1

2

3

4

5

区   分 1社 数 2取 引比率 区   分 1社 数 2取 引比率

A 商 社 関 屋
社

年商の約
%
D 小 売業者

社 %

. 金モ格淳製造卸 J: %
E寝桑縛覇勤者) 社 %

C Aや 3の 下摘業者
社 0。 Fそ の 他 社 %

19 おたくの差と理回査二題左銭0と 幽二五廷挫皿にFE入してください。

A 墨 口区内 相: E そ の他の区内 社

B莞雨あ盈樫内
柳卜断

祉 F 東 京都区外 千 葉県 埼 モ県 社

c 密
琶汽
文京 中 央 千 代口の

社 C そ の他の府県 社

D 港 大田 品川 B黒 のを区内 社 H 直 接海外の深者ヘ 社

pTL入してください。

A 主 として受注生産

Llょ据綜器言魯岳醤増ま]早籍笙産
S 二 として見込生産

2輸 出比率



如 お たくの外差先 (下言などうの社徴と内聴発作崚を所在地卯に記入してください。(最近 1

年間についてお答えくださヤリ

24 おたくの4●I者 が現在の事業を始める直前の騒業についてお桐いします。

A 先 ltから今の仕事をやっていてそのうとを離いだ

区 分 1外 注 先 2内 職 先

A 塁 田区内 牡 tF

B 台 亮 江 末 葛 飾 足 立 荒 川 江 戸川の存区内 社 軒

C ttl・LB以 外の都区内 社 町

Il 東京稲区外及が仙F県 社 "

B ttIB区内の同秦のtt森風 R人

C tの 他の区の同葉の従秦員 段 人

Il その伸の税穂 〈        )の 使衆貝

E 他 の自営業 (        )

25 今後のきびしい養茸環境に対応していくために

21 おたくの事衆所の申 を記入してください。

所定労働時間 年 前く   )「 守～午後(   )Ⅲキ  残 栞をやる方は月平均(   )Π惇附

2,お たくの軍禁所は な んらかの
lE奇俗穴41をしていますか。滋当するものにOを つけてく

ださい。

A 資 金のlr入れはしていない

B 資 金のll入れをしている (絃当するものにOを つけ 倍 入残高を同入してください。な

お 惜 入先は右相より翌んでb榊に量二を記入してください)

1 市中銀行 (相互銀行を合3)|

12 日度空機 (無や区の資金) i

13 信用金Hr 悟用超合    i

14 政 ,`ネ金融機関 (国民金融登 |

1  摩  住 宅金融公窮等)   i
i5 親慮 知 人        i

,は その3L(        )i

24 お たくの事衆所が現在もっとも国っている問題は何ですか。次のA～ Jの うちから3つ 以

難 Эをつけてください。

A 後 雄者がいない

B 公 害問題で苦しい立務にある

C 工 賃単価お峻 くて経者が苦しい

D 工 場が手狭で作業力環 うようにできない。

E 新 鋭・Jt御 機 枚を反入れる資金がえられない

F 仕 事8が 少なくて経官が苦しい

6 報 企寮 〈納入先)の 支払終作 品 質管理がきびしくをって苦しい

■ 優 秀な掟架員がいない。

I 手 形の支払いが多く資金線りが困難である

J そ の社 (                                  〕

― を鯉 する考えがありますも

A お おいにすすめたい

F そ の他 (          )

あなたは4B削あ企ヨn4カ 題,■工筒イレ

■ を の者デは今 (在

6 わ からない

i共同化車乗の内容として次のうち最も重要と思う!

!ものを2つ以内で選んでください。

'l 14用 漂材料の共同い入

12 同 舞者で花能糾!隷n」度をつくる

資 金 名 a 借 入残高 b借 入 先

1護 鶴 資 金 万円

2理 転 ☆ 釜 万円

3住 宅 岩 登 万円

4公 害防止資金 万 円

3 共 同工場 共 同アタ|―卜をどをつくる

4 共 同販売  5 共 阿宝と  6 共 同配送

″ 共 同して独自の共西制度などをつくる

8 公 密防止設備の共同化

全くないとする理由1ま次のどれで

すか。

1 企 葉は自分の責任ですべてや

るべきだ

2 倍 顧できるリーグーがいをい

3 賞空がかかりすきる

失敗した例が多い

その他 (         )

４

　

６

　

　

　

一

0 そ の他 ( ) |

拓 お たくの車棄所では と のような車 に加入していますか。

A 中 小企熊退曜金共済 B 展 帰保険 C 厚 生年金 D そ の他 (         )

夕 摩近所からおたくの事秦所に対し r公害」の書情を受けた受けたことがあうますか。A】
!手書8看の毎の苦情で散譜鯨意するものにOをつけてください。
1蹴 音 2振 動 3!,水 4臭 気 6粉 しん 6ば い煙 7右 害ガス 8廃 英胸処理

な おたくの事業所は 組 合 団 体に加入していますか。紙当するものにOを つけ妃入してく

ださい。

端掛を上 ン 静|
)

)

)



荷
広
市
中
小
企
来
振
興
基
本
条
例

（平
成
１９
年
３
月
条
例
第
６
号
）

常
広
　
十
勝
は
、
民
間
開
拓
回
の
入
植
以
来
　
先
人
た
ち
の

地
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
農
普
及
び
関
連
す
る
幅
広
い
産
業
が

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

今
日
で
も
、
農
業
を
基
盤
と
し
て
　
食
品
加
工
や
農
業
機
械

な
ど
関
連
産
業
が
発
達
し
て
い
る
ほ
か
、
消
費
　
サ
ー
ビ
ス
、

運
輸
　
流
通
な
ど
幅
は
い
産
業
が
展
開
し
て
お
り
　
帯
広
市
は
、

広
く
十
勝
の
産
業
と
関
連
性
を
採
め
な
が
ら
、
十
勝
の
産
業
や

生
活
を
支
え
る
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

本
市
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業
は
、
地
域
資
源
が
持
つ
価
値

を
限
り
な
く
発
揮
さ
せ
、
一履
用
を
確
保
　
拡
大
し
　
市
民
所
得

の
向
上
を
も
た
ら
す
な
ど
、
■
広
　
十
勝
の
地
域
経
済
の
振

興
　
活
性
化
を
図
る
極
め
て
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
ま
す
。

地
域
産
業
の
発
展
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
中
小
企
業
の
振

興
が
、
市
広
　
■
勝
の
発
展
に
大
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

の
理
解
を
地
域
で
共
有
し
、
関
係
者
の
協
働
で
地
域
経
済
の
振

果
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
て
地
域
の
発
展
に
資
す
る
た
め

こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

（目
的
）

０
　
技
術
　
技
能
の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
及

び
担
い
手
づ
く
り
の
促
進

０
　
播
営
基
縦
の
強
化

的
　
産
業
基
盤
の
整
備

口
　
中
小
企
業
者
の
組
織
化
の
促
モ
及
び
中
小
企
業
団
体
の

育
成

（市
長
の
責
猛
）

第
４
条
　
市
長
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
中
小
企

業
関
係
団
体
と
密
接
に
追
統
し
、
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の

指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
市
長
は
、
国
、
北
海
道
そ
の
他
の
公
的
国
な
年
と
追
乾
し
、

融
資
の
あ
っ
せ
ん
　
助
成
査
の
変
付
そ
の
他
中
小
企
業
者
等

に
対
す
る
支
援
等
必
要
な
施
策
を
離
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（【
小
企
業
者
の
役
割
と
努
力
）

第
５
条
　
中
小
企
業
者
は
、
自
動
の
精
神
に
の
っ
と
り
経
営
基

盤
の
改
善
　
強
化
、
従
業
員
の
福
利
向
上
に
努
め
る
と
と
も

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
　
地
域
産
業
の
発
展
に
果
た
す
中
小
企

業
の
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
市
広
市
の
中
小
企
業
振

興
に
関
し
て
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

基
盤
の
強
化
及
び
捷
全
な
発
展
を
使
進
し
、
も
っ
て
産
業
及

び
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）

第
２
条
　
】」
の
条
例
に
お
い
て
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

ま
蔑
は
、
当
該
４
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

い
　
中
小
企
業
者
　
中
小
企
業
基
本
法

（昭
和
３８
年
法
傘
第

１
５
４
号
）
第
２
冬
第
１
項
客
テ
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。

０
　
中
小
企
業
者
等
　
中
小
企
業
者
、
事
業
協
同
組
合
、
事

業
協
同
小
組
合
、
協
同
組
合
連
合
会
　
企
業
組
合
　
商
五

組
合
、
商
工
組
合
連
合
会
　
商
店
街
振
興
組
合
　
商
店
街

振
興
連
合
会
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
た
中
小
企
業
国

体
を
い
う
。

（中
小
ど
業
振
興
の
基
本
的
方
向
）

第
３
条
　
こ
の
条
例
の
目
的
を
定
成
す
る
た
め
、
市
及
び
中
小

企
業
者
等
が
協
働
し
て
中
小
企
業
の
振
果
を
図
る
基
本
的
方

向
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

い
　
帯
広
　
十
勝
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る
起
実
　
創
業
及

び
新
技
術
　
新
事
業
開
発
の
支
援

に
　
地
域
環
境
と
の
調
利
及
び
消
費
生
活
の
安
定
　
安
全
確

保
に
十
分
に
配
慮
し
、
地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
貢
献
す
る

も
の
と
す
る
。

２
　
中
小
企
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
及
び
業
種
等
を
中
心

に
紅
織
化
を
図
る
と
と
も
に
　
中
小
企
業
者
年
に
よ
る
共
同

事
業
の
実
施
　
商
店
街
組
織
へ
の
加
入
学
相
互
に
協
力
す
る

よ
う
多
め
る
も
の
と
す
る
。

（市
民
の
理
Ｍ
と
協
力
）

第
６
茶
　
市
民
は
、
常
広
　
十
勝
の
中
小
企
業
が
地
域
揺
済
の

振
興
　
発
展
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
来
た
す
重
要
な
役
割

を
母
解
し
、
地
域
中
小
企
業
の
育
成
　
発
展
に
協
力
す
る
よ

う
安
め
る
も
の
と
す
る
。

（委
に
規
定
）

第
７
条
　
こ
の
条
例
の
た
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

(帯広市前工削 r.コリ村広市中小企業振興基本条例の制定

●弥lA 十勝は 農 実工び口連する師広いと乗力1発提

●今回ても 世 業をき能として t41品Ⅲl工ヽ投索機技など関連産案が発達しているにか 消 費 サ
ービス 通 時 流 遍など臨広

いと案う眼 研しており 柿 広市は 広 く■勝の産乗と国連性を求めながら 十 峨班 栞や生活を支える中心都市として発使

●本市ど来を支えるⅢ小企栄 ま 地 域賛敵が持つ価値を限りなく発加させ 配 口を荘保 拡 大し 市 民所神の向上をもたらすな

ど 1市二 十 勝のlu捜紙済の振猟 括 位イし'図 るIFめて重要'担 い子

●地域睡策の発使に重要な地位を占める中小企案の繁栄が 市 法 十 勝の発展に大方せないものであることの理解を地域でチ有

し 岡 係をの臨観て地城能前め狼栄を図ることにより も つて触l「のお涙に資するため茶初刑左

/ ‐
ヽ
、

中小企業者等

ゝ   ∠ 中小企業振興の基本的方向
用する起業 創 業や新技術 新 事業開発の支援

;;:1告皆岳骨;岳告
手
:!!!ササ
ナ‐′′”

汲

た

迎

屁

市 民

(役割と努力〉
自助の精神にのっとり
経営廷配の改善 政 化

範乗員の福千Ⅲ向上に身め

るとともに 地授凍ljと

の苗和及び消費生活の安
定 安 全荘倶■十分に配

慮し 地 収能済の張果発

理に貢志

ヽ隅衆i灘鞘盟酢旨

[験魯婁督讐密潮ヒr lt進
型解と阻力)
寄広 ■ 勝の中小さ空

地域経済の張果 発 展

びni民生活の向上t宋

す主要を役割を型言し

岐中小企奏の青成 そ
にねⅢ

行 政

ィⅢf●の4J荘ヽ

O中小lt素四振国4Aと密接,こ遼槌しや小た実振興のための結針を定める

0日年の績因と連携し 中小企集者に対する支援奪必要な施やの推進

ゲ    傘
■広市中小企業振興協議会の設置
〇中小企秦の指針を由るための指“策定に関することを協議

OⅢ小企業団体 地域金融機関 行政機関にかで構成

情広市産業振興ビジョンの特定

O中 小企業振果のための指針たる「産安振興ビジヨンJを策定する

(現状と課題 産 奏腰 の基本的方向 中 長胸的製 施策など)



帯広市産奏振興ビジョン宗案 概 要版
(布広市高工捜光都)

I 策 定の基本的な考え方

皿
古と中小企茶者等がla出して取り題む産技鞭烈の基本方向 推 進方策を明示しました.
帝広市中小企奈坂梁基本条田第4余 に基づくⅢ小企衆援栗のための指grを表わ策えた
性格を持ちます

皿
帝広市中小企業転案ほ緯会からのjl言書をもとに、取り細むぺき分野を 「5つ の施狩
の基本方向」に大男uし そ れに基づさ 「50の展開車宋」を増拭して▼ヽます 展 開事茉
では 「6つ の重点ブ,ジ ェクトJを 設定し メ リハリをつけた展開をしていきます。

測
平成21年度からの凝ね10年J程度とし じ午後に必要に応した見直しをします。

帥
工程表 成 果指標設定による計画的なlt遇をしていきます。毎年 ビ ジョンの実施状
況の点横 評価を行い 「仮称 荷広li産業長輿会擦」とla間で 中 小企案振興 ビ ジ
ョン関連施策の勲 Mヒ検討 見 直しを実施していきます。

考え方

帥

とよの抑制

←

や

r

ヽ

唖
』残起寮の提送
好核打 析 享震の周残4●荘

中小企残の経官と盤の酸化
大材育成

4r撃ぃぃ印

戒外からの企策i地  集 客
の促魅
披内ぶ案との有横的な通統

所 得理得拡大

"朋
省襴 市卵 帥 卿  |

〔庄秦振興の3つの視点】
1 地域資源活用 お 2 産 業間 産 学官lu均  3 中 小企業の活性化 ,

… t卓曇ち業声寄品を
掌確進

窪葉基盤の強イと,梶蓬
ネス拡大立

判
鶏 1岳告書母靭告告者

お
ワ~タセ

損東

交減産栞

駒  交
流地点形成 J と かち「ピツツトンナリオJ !書 軽 転欝 務岳妻エ

ナチェン , す 拒感カウ("口お

地域内経済の好循環化

<取 りきく社会摘勢>

資材“ほ争のヽE   E手 "全 at登慎
   女 岳:惜 1写 卓定

公l■投資り鵜法    座 まり,■     西
出資
吾控だ

。‐ ク

く3然 地理的情登>

4ネ本桂接t基韓と奈
とす●十昏め,峡iす
=英■と=え拝=ど活
=変 ヨ ,SA

こ栞田と共ほ磁 ,田

Ⅲ【志r

<人 口 >

平成42年の市広市0人 口牲計t

方人と出少,【
tFを

口辺 3町 を合めた行工距“田り

Hユ 増加してい■,1 4r広市力ら

田班3町  lL保 高 盲 析週へは出
=よう4t全球のほ向にある

→交流人日の拡大の必要性

く産藻和地>

残容車究所とが"穴章費析44t上
回る日い
■地いと比“けに(■の高いA策

→創策 題 ☆、地取資源活

用型 移 輸出型残栞市成

の必要性

く就葵 雇 用>

Ⅲ小企宝の占あるヨ合は事奈所ほ
取り的“ 掟 革を控弦の31“
I四年度の有殉京Alr車ば置内エ
要安飽アのいて,も 高章て碓,

→結合的を中小企乗支援の

必要性

<I寿 >

資常nt基 栞り占めな音錦 二
市てい田“ ■ B知 ,t6“ tt

上国るも 1摩 お うなり

■■項r技 少慎向

→地域内における農秦関連
製造義の一日の振興の必

要を

<商 森サービス>
lp 力ヽ売索り査費舷t後■1よ■年
■言日向Ⅲ=あり年m言二ほ究は●
去少しているものの と内itt
と比べ青ど高口り■位とはⅢ大
手は■り,=泳 と景における“宗
'― ビス,りBL =々"0は "卸
しておう Ⅲ 内に責へりし,■●
Ⅲlま■Ⅲ
→更なる地内接済活性化の

必要と

く観光>

田お客入基ユヨ`AHLH菫全中で■
はいから去少傾向にうな中 iB
口虫は質な傾向
ヨ妊茸工とを1=工ること望ユ■で
■■に大基みガ空中

→地域交通網の利用4PI、

観光サービスの充実、関

連産業の振興の必要性

産業人
の古成

人はjす虚

人材育成  J 喜合的研■

題月割 H=援

ぁ鯨
くり産
鞠印

もり,(り FI付力五Ft

もり“ くり相い 支 援

,″ リ フ ー ト パ ィ■四述ど
鷺授宋

旅筆官赳"

のづくリクァーム

イノベーション)



2040年 若年女性変化幸上位都市とその要因

1罰 11辱 川Hし町  6‖ 4ア
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戦 略

産業と観光の融合

外部資源の活用と人材育成

新しいものづくりの拠点

新分野への展開

消費者を意識した新しい問業展開

すみだのものづくりの技術・事業者ネットワークの活用

今後のトレンド

||111111「十11+|■|lri
■すみだのこ共を見せることで そ の背景にある歴史や文化への共はを呼び

起こしていく。

■地域の人々がホストとなり す みだの産業を見せることで す みだの製品や

ものづくりの奥深さを体感させるt

外部の大材が事業を起こしやすい環境を整備し 区 タトから区内産業の担い

手を呼び込んでぃく。

'タト部からのIJ邪を取り入れながら 地 域の人々の地域への愛清を喚起 し

次代の人材を地域内 Fヽから4出 する。

コ|十1+|、十Ⅲ II ″ i)11!|十1
1デ ジタルエ作機械を駆使し ア イデア等を共有しながら自由にものつくりを

楽しむlll点を 区 内各地に点在させる。

fJすみだの産業がおつ技術やネントワ~ク と 新 しい発想やアイテアとの交

流を促し も のづくりの新しい形を創出する。

|||=!■  | I FII
予複数の事業者が連札を促し お 互いの強みを生かし合う仕lBみを続案する

ことで 新 分野への道出を支猥する。

■新分野の事業は 海 外市場へ進出できる可能性か高い事業であるため 事

業者の海外展開を支投する仕組みを検討していく.

十   11

商品ごとの品質や価lS 'ラ ンドカ等を総合的に考慮し 国 内外に販路展

開していく商社的機能を担える体市Jを確保 していく!

差別化を図るためには ヽ 賞者ををき込んだ事業展1吊が必要 `あ り こ うし

た取組を行う商店街 個 店を支援していく。

|  || |■ ■■■
「商業J 十工業J「朋光Jといった縦富!りの発想から そ れぞれを目R合させ

る発想に切り替え ほ 業振興に取り組んでいくゎ

思前の高い事業者に 1集中的|に支援を行うことで 他の事業者を語引す

る事業者を育成し に 業全体の底上十すにつなげる.

【グローバル化】

1人口減少・環境問題】

【メイカームーブメント】

【新しい資金鯛達方法】

→世界に発信できるチャンス拡大

→新分野における先端研究との連携

→ものづくりのあり方の変革

→ビジネス化の手段の多様化

新しい「コト」を興す

「進化・継承」「発掘・創出」「交流・誘発」

産業振興の方向性



金融商品Lハ引法等の一部を改正す0法 律の概要
平成26年 5月23日成立

5月30日公布

家計の金融資産を成長マネーに振り向けるための施策をはじめとする

『日本の金融口資本市場の総合的な魅力の向上策』を整備

成長戦略を金融面

からカロ速。強化

一 ― ―  ― 一 ― ―  ―

、1 投
資型クラウドフアンディング(注)の利用促進 | |  _ …   H   J

t型壁型埜勢廻

市場の活性化

(新規 成長企業へのリスクマネー供給促進等)

◆ 少額 (募集総御 億円未満、一人当たり投資額50万円
以下)の 投資型クラウ ドフアンディングを取 り扱
う金商業者の参入要件を緩和

◆ インターネットを通じた投資勧誘において詐欺的
行為等が行われることを排除するための行為規制
を導入 等

(注)新 規 成 長企業等と投資者をインターネット上で結び付け、
多数の者から少額ずつ資金を集める仕組み.

防理室亜 壷週
◆ ツト上場株式の取引 ・換金ニーズに応える新たな取引制

度を設けるに当たり、限定された投資家間での流通に

留めることから、現行のグリーンシー ト鋒限制度 (周

とは異なり、通常の非上場株式と同際の規制を適用

(注)現行の非上場株式の取,怖」度(上場株式に近い規制を適用。

「=   ~i  =~=~~~~~ ~~~―
―一
、

1金商業者の事業年度規制の見直し |=度親側の見直し |

◆ 「4月 1日から3月 31日まで」に限定されている

現行の事業年度について、金商業者ごとに異なる

設定をすることを許容

(と)こ のIH置により 会 討年度の異なる外国金融機関等の負す」が

妊滋されるため、我が日への参人の促進が期待されるっ

市場の活性化

(新規上場の促進や資金調達の円滑化等)

◆ 新規上場後一定期間に限 り、 「内部統制

報告書」に対する公認会計士監査の免除を

選択可能

(注)特 に企業規模が大きく 社 会 経 済的影響力の
大きな新規上場企業は対象外.

liと二里室室空
資金田連の円滑化堂」

‐
 ◆ 上場企業が自社株を取得 処分する場合には、

■  「 大量保有報告書」の提出を不要 (大量保有報

告制度の対象となる株式から自社林を除外)

◆ 虚偽の開示を行つた上場企業力流通市場の投資家

に負う損害賠償貫任を見直し (「無過失責任」

十   か ら 馳啓ミ貢相軸への究雲∋  等

| (注 )上 場企業が花愛されるためには 企 業側が 「無

過失Jを 立証した場合に限る仕組みとすることによ

り 投 資者保護にヽ』E応じ

市場の信頼性確保

顔 垂蓮麺正墓三‐
◆ 第二種金商業者が、ファン ドに出資され

た全銭が目的外に流用されていることを

知 りながら、その募集の取扱いを行 うこ

と等を禁止

◆ 第二種金商業者について、国内拠 点の

設置等を義務付け 等

◆ 特定の金融指標の算出者に対 して規制 を

導入 等

r一
一――――一 ― ――――― ―一―― ――一 一 ――――一

、

1電子化された株券等の没収手続の整備 |

◆ 不公正取引等により取得した財産の没収手

続について、没収の対象が電子化された株

券その他の無体財産である場合の規定を整

備

金融指標に係る規制の導入 十
一― ―― 一    ′


